
運営推進会議開催状況報告書 
事業所名（特別養護老人ホーム春日野園）（自 平成 26 年 4 月 至 平成 27 年 3 月） 
第１回 開 催 日 時  平成２６年５月１７日（土） １３：３０～１４：３０ 

参 加 者 主 な 議 題  
利用者 0 名 ・防災協定について 
利用者家族 1 名 ・地域における災害への不安や取り組みについて 
事業者 4 名 ・独居高齢者の見守りについて 
地域住民代表等 1 名  
（春日野町内会） 0 名  
（山本社協） 1 名  
（春日野社協） 1 名  
（地域包括） 0 名  
その他 3 名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 
・今後の協定書の詰め方、協定に向けての具体

的な行動、運営の仕方を考えなければならな

い。 
・災害時にお互いに助け合う共助が重要である。 
・訓練をしないと問題点や想定がわからない。 
・連絡網に施設の家族をいれてはどうか。 
・人口増加のため、避難場所に全員入れるか不

安である。 

・社会福祉協議会総会で改めて提案を行った。 
・調印に向けて連絡体制を作る。 
・自主防災会と話をし、訓練や役割を有効活用し、

調印に向けて進めていく。 
・避難場所が公的な建物だけでなく、私的な建物も

避難場所の指定になってきている。 

第２回 開 催 日 時  平成２６年 ８月 ９日（土） １３：３０～１４：３０ 
参 加 者 主 な 議 題  

利用者 ０ 名 ・防災協定締結に向けて 
利用者家族 ０ 名 ・福祉避難所について 
事業者 ５ 名 ・地域のイベントについて 
地域住民代表等 １ 名  
（春日野町内会） １ 名  
（山本社協） １ 名  
（春日野社協） １ 名  
（地域包括） １ 名  
その他 １ 名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 
・協定内容を自主防災会で確認して検討してい

きたい。 
・春日野園としてできることとできないことを

はっきりして発信するよう考えたほうがいい。 
・協定書に行政のマニュアルも付け加えてみて

はどうか。 

・施設と自主防災会で話し合いの機会を持ちたい。 
・災害時、地域がして欲しい事を知っていきたい。 
・できることとできないことを文書化し協定書で確

認できるようにしていきたい。 
・福祉避難所であることをまずは知ってもらいた

い。 
 

 



運営推進会議開催状況報告書 
事業所名（特別養護老人ホーム春日野園）（自 平成 26 年 4 月 至 平成 27 年 3 月） 
第 3 回 開 催 日 時 平成 26 年 12 月 13 日（土） 13：30 ～14：30  

参 加 者 主 な 議 題 
利用者 0 名 ・今回の被災に対する動き 
利用者家族 1 名 ・今後の災害に対する意見交換 
事業者 5 名 ・イベントの意見交換について 
地域住民代表等 1 名  
（春日野町内会） 1 名  
（山本社協） 1 名  
（春日野社協） 1 名  
（地域包括） 1 名  
その他（安佐南消防）  名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 
・避難する過程で被害に合う可能性がある。家

の２階に避難した方がいい。 
・独居の方が避難に対して拒否があった。 
・家族としては春日野園は大丈夫か心配だった。 
連絡をしたかったがなかなか連絡しにくかっ

た。 
・春日野園の近くの家族であれば応援の要請が

あったら手伝えたと思った。 
 
 

・タクシー会社にも声をかけて何かしていきたい。 
・地域の方から何かして欲しいことを出してもらい

たい。 
・今後は社協と協力して AEDの使い方等ができれば

と考えている。 
 
 
 

第４回 開 催 日 時 平成２７年３月２１日（土） １３：００～１４：００  
参 加 者 主 な 議 題 

利用者 0 名 ・情報の公表について 
利用者家族 1 名 ・第三者評価改善活動状況について 
事業者 4 名 ・今年度の活動と次年度に向けて 
地域住民代表等 1 名 ・地域からの要望 
（春日野町内会） 0 名  
（山本社協） 1 名  
（春日野社協） 1 名  
（地域包括） 0 名  
その他 0 名  

主 な 要 望 ・ 助 言 等 対 応 状 況 
・情報の公表より、機能訓練が入っていたが、

入居者様の事を思うと、これは大事である。 
・相互応援協定はやった方が良い。 
 
 

・今年も、春日野園の夏祭りを計画しておりこの度

は地域の方と共同で運営をしていきたい。 
・地域の災害訓練にも参加していきたい 
 
 

 


